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論文内容の要旨
肝ミクロゾーム(以下Ms と略す) には、チトクローム bs (cyt bs ) が存在することが古くから知ら
れている。 cyt bs は、 NA D H -cyt bs 還元酵素 (fpl) 、 cyt b s 青酸感受性因子よりなる脂肪酸不飽
和化酵素系の l 成分であり、 Ms の蛋白水解酵素消化により精製され (t- bs ) 、その諸性質、 1 次、 3
次構造に関する報告も多い。しかし、 t-bs は必ずしも Ms内の native なそれではない。事実、 Ms
より界面活性剤で得た cyt bs (d -b s ) は t-bs より大きく分子量約25， 000であるとの報告がある。
本研究は、 d-bs の蛋白化学的諸性質および再構成能を明らかにする目的で行なった。
d-bs は、 うさぎ肝Ms を 1 %D 0 C , Triton X -100で可溶化し、硫安分画、 A-50、 Sephadex
G-100、 G-50、 A-50、 4.5M尿素中の Sephadex G -75 (2 回)により Ms から約50倍に精製し
た。本標品は、 SDS ディスク的、アミノ末端的に均一で、ある。電気泳動、ゲルロ過より求めた単量
体の分子量は17 ， 000であり、アミノ酸組成より求めた値と」致した。重合状態では約22万である。 A
NS を用いた実験より、 d-bs は t- bs にない疎水性部位を含むことが示唆された。
d-bs と t-bs のペプチドマップむよび d-bs のトリプシン処理物のゲルロ過、さらに溶出物の固
定から d-bs は t- bs;'fI~分を含んで、いることを示した。
d-bs こそ Ms膜に結合している本来の形であり、 t-bs はその活性断片にすぎないことを、さらに、
fpl と cyt bs が関与している NA D H -cyt c 還元活性の再構成系で示した。 d-bs と界面活性剤で、
部分精製した fPl の場合のみ高い効率を示し、さらに結合も起っていた。
論文の審査結果の要旨
? ?円
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肝ミクロゾームのチトクローム払(以下単にbs と呼ぶ)はプロテアーゼ処理によってミクロゾーム
膜から容易に可溶化され精製することができるために、その化学的性質や反応性については詳細な研
究が行なわれている。しかし、 1968年に伊藤および佐藤はこのようにして得られた払標品はプロテア
ーゼによって分子の一部が切断された断片にすぎないこと、さらに本来の払分子はミクロゾームから
界面活性剤によって可溶化され精製できることを報告した。奥田君の論文はこの仕事を引きつぎ、改
良法によって精製した本来のι(これを d-払とよぶ)の化学構造ならびに反応性をプロテアーゼの
1 種であるトリプシンで可溶化精製した払の断片(これを t-b5 とよぶ)のそれと詳細に比較検討した
ものである。
奥田君の得た d-b5 は均ーなタンパク質であり、 ドデシル硫酸ナトリウム (S D S) 存在下のディス
ク電気泳動で単一のバンドを示すこと、 N末端アミノ酸としてアスパラギンのみを与えることなどか
ら- -本のペプチド鎖から成るものと思われる。 SDS 存在下の電気泳動、 SDS あるいは塩酸グアニ
ジン存在下のセファデックス・ゲルろ過法によってその分子量は約17， 000 と求められた。
水溶液中では12~14分子が会合して存在しているが、これは d-b5 分子が疎水部分を含むことを示
唆する。このことは蛍光性の疎水域探索試薬を用いて確かめられた。 d一弘をトリプシンで処理する
と、 t-b5 と分子量(約12， 000) 、吸収スペクトルなどの点で区別できないヘム含有タンパク断片を与
えるが、そのほかゲルろ過によって分別される 2 つの面分 (1 むよび IT) を与える。アミノ酸分析わよ
びトリプシン・ペプチド・マップの比較から d-b5 は t一弘、 画分 I およびE から構成されているこ
とが確認された。さらに d-b5 は t- b5 にくらべてNAD H-b5還元酵素との反応性においてはるか
に効率が高いことも明らかにした。
以上のように奥田君の業績はミクロゾーム膜の成分である払の本来の形 (d-b5 ) の化学的性質なら
びに反応性を詳細にわたって解明したものであり、その結果は生体膜の構造と機能の研究に寄与する
ところ大である。よってこの業績は理学博士の学位論文として十分に価値あるものと認める。
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